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 Ⅰ． 調 査 の概 要   

① 実 施 時 期 ： 令 和 7 年 6 月 2 0 日 ( 金 ) ～ 7 月 3 1 日 ( 木 )  

② 対 象 ： 室 蘭 工 業 大 学  在 学 二 年 目 以 降 の 学 生 の 父 母 等   
2 , 0 1 0 件 （ 依 頼 文 書 送 付 数 ）

③ 回 答 ・ 回 収 状 況 ： 1 1 6 件 （ 回 収 率 ： 5 . 7 7 % ）

④ 回 答 者 内 訳 ：  

１ ． 子 女 の学 年 ・ 学 科

※ 全 体 母 数 を 考 慮 の 上 、 ク ロ ス 集 計 は 「 学 年 別 」 「 学 科 別 」 で 行 っ て い る。

１．ご子女の学年・学科についてお答えください。
（１）学年

1. 一年生 1 ( 0.9)

2. 二年生 43 ( 37.1)

3. 三年生 42 ( 36.2)

4. 四年生 30 ( 25.9)

5. 無回答 0 ( - )

合  計 116 ( 100.0) 0

１．ご子女の学年・学科についてお答えください。
（２）学科

1. 創造工学科（コース分属前） 25 ( 21.6)

2. 創造工学科 建築土木工学コース 16 ( 13.8)

3. 創造工学科 機械ロボット工学コース 9 ( 7.8)

4. 創造工学科 航空宇宙工学コース 7 ( 6.0)

5. 創造工学科 電気電子工学コース 16 ( 13.8)

6. 創造工学科 夜間主（コース分属前） 2 ( 1.7)

7. 創造工学科 夜間主 機械系コース 2 ( 1.7)

8. 創造工学科 夜間主 電気系コース 3 ( 2.6)

9. システム理化学科（コース分属前） 13 ( 11.2)

10. システム理化学科 物理物質システムコース 6 ( 5.2)

11. システム理化学科 化学生物システムコース 5 ( 4.3)

12. システム理化学科 数理情報システムコース 12 ( 10.3)

13. その他 0 ( - )

14. 無回答 0 ( - )

合  計 116 ( 100.0) 0

20 40 60 80 100%

20 40 60 80 100%
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Ⅱ． 調 査 結 果 の要 約

２ ． 本 学 に関 する印 象 等

（ １ ） 本 学 の 教 育 活 動 に 関 す る 印 象

「 本 学 の 教 育 活 動 は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 全 体 で 「 十

分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 在 学 生 父 母 等 （ 以 下 ： 父 母 等 ） の 肯 定 的 意

見 の 割 合 は 合 わ せ て 7 9 . 3 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答

割 合 は 合 わ せ て 6 . 9 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 1 3 . 8 % と な っ て い る 。

（ ２ ） 就 職 ・ 進 路 指 導 に 関 す る 本 学 の 取 り 組 み へ の 印 象

「 就 職 ・ 進 路 指 導 に 関 す る 本 学 の 取 り 組 み は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設

問 に 対 し て 、 全 体 で 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 肯 定 的 意

見 の 割 合 は 合 わ せ て 5 8 . 6 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答

は 合 わ せ て 7 . 7 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 3 3 . 6 % と な っ て い る 。

（ ３ ） 課 外 活 動 （ ク ラ ブ ・ サ ーク ル 等 ） に 関 す る 本 学 の 支 援 や 援 助 の 印 象  

「 課 外 活 動 （ ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 等 ） に 関 す る 本 学 の 支 援 や 援 助 は 十 分 に 行 わ れ て い る と

感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の

割 合 は 合 わ せ て 4 5 . 7 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答 は 合

わ せ て 1 1 . 2 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 4 3 . 1 % を 占 め る 。

（ ４ ） 本 学 の 地 域 貢 献 や 社 会 活 動 へ の 取 り 組 み に 関 す る 印 象

「 本 学 と し て の 地 域 貢 献 や 社 会 活 動 は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対

し て 、 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 6 9 . 8 % と

な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答 は 合 わ せ て 2 . 6 % で あ り 、 「 わ か

ら な い 」 と の 回 答 が 2 7 . 6 % と な っ て い る 。

（ ５ ） 本 学 の 経 営 や 財 政 状 況 に つ い て の 認 知 度

「 本 学 の 経 営 や 財 政 状 況 に つ い て ご 存 知 で す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 よ く 知 っ て い る 」

「 あ る 程 度 知 っ て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 1 0 . 3 % で あ り 、 「 あ ま り 知 ら な

い 」 「 全 く 知 ら な い 」 と の 回 答 が 合 わ せ て 8 9 . 7 % を 占 め て い る 。

（ ６ ） 子 女 の 本 学 入 学 に 対 す る 満 足 度

「 父 母 等 と し て 、 ご 子 女 が 本 学 に 入 学 さ れ た こ と に つ い て 満 足 し て お ら れ ま す か 」 と の

設 問 に 対 し て 、 「 充 分 満 足 し て い る 」 「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 肯 定

的 意 見 の 割 合 は 合 わ せ て 9 7 . 4 % と な っ て い る 。 「 あ ま り 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 は

2 . 6 % （ 3 人 ） 、 「 全 く 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 は 0 人 で あ る 。
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３ ． ご子 女 の大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 の進 路 について

（ １ ） ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つい て の 考 え

今 回 調 査 か ら 追 加 さ れ た 設 問 で あ る 。

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、

「 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） に 進 学 し て ほ し い 」 「 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と 回

答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 5 0 . 0 % で あ る 。

（ ２ ） - 1 . 「 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と 回 答 し た 理 由

「 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） に 進 学 し て ほ し い 」 「 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と

回 答 し た 父 母 等 に そ の 理 由 を 複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

全 体 と し て 最 も 割 合 が 高 い の は 、 「 大 学 院 で よ り 専 門 的 な 研 究 を し て ほ し い か ら 」

6 0 . 3 % 、 次 い で 「 研 究 活 動 を 通 し て 自 分 を 高 め て ほ し い か ら 」 5 0 . 0 % 、 「 就 職 先 や 給 与 の

面 で 有 利 だ と 思 う か ら 」 4 8 . 3 % 、 同 率 で 「 ご 子 女 が 大 学 院 進 学 を 希 望 し て い る か ら 」

4 8 . 3 % 、 「 理 工 系 の 学 部 で あ れ ば 大 学 院 に 進 学 す る こ と が 一 般 的 と 思 う か ら 」 3 7 . 9 % 、

「 地 区 別 懇 談 会 な ど の イ ベ ン ト で 大 学 院 進 学 に 関 し て 肯 定 的 に 思 っ た か ら 」 1 0 . 3 % と な っ

て い る 。

（ ２ ） - 2 . 「 大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 、 就 職 し て ほし い 」 と 回 答 し た 理 由

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、

「 大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 、 就 職 し て ほ し い 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 3 1 . 0 % （ 3 6 人 ） で

あ る が 、 そ の 回 答 者 に 理 由 を 複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

最 も 割 合 が 高 い の は 「 早 期 に 就 職 し て 社 会 で 活 躍 し て ほ し い か ら 」 5 0 . 0 % 、 次 い で 「 経

済 的 な 理 由 か ら 」 4 1 . 7 % 、 「 大 学 院 で の 研 究 に は 興 味 が な い か ら 」 1 9 . 4 % 、 「 大 学 院 へ 進

学 す る メ リ ッ ト が わ か ら な い か ら 」 1 3 . 9 % と な っ て い る 。

（ ２ ） - 3 . 大 学 院 へ の 進 学 を 検 討 す る のに 必 要 な 情 報

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 わ

か ら な い 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 全 体 と し て 1 9 . 0 % （ 2 2 人 ） で あ る が 、 そ の 回 答 者 に

「 今 後 ど の よ う な 情 報 が あ る と 、 大 学 院 へ 進 学 さ せ て も 良 い か も し れ な い と 思 い ま す か 。 」 と

複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

最 も 割 合 が 高 い の は 「 大 学 院 進 学 に か か る 費 用 や 学 費 の 支 援 （ 奨 学 金 ） に 関 す る こ

と 」 5 4 . 5 % 、 次 い で 「 大 学 院 を 修 了 （ 卒 業 ） し た 学 生 の 社 会 で の 活 躍 に 関 す る こ と 」

4 5 . 5 % 、 「 大 学 院 修 了 （ 卒 業 ） 後 の 就 職 先 や 就 職 後 の 給 与 に 関 す る こ と 」 4 0 . 9 % 、 「 大

学 院 進 学 後 の 研 究 内 容 」 2 7 . 3 % と な っ て い る 。
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４ ． 父 母 等 と本 学 の接 点 について

（ １ ） 本 学 の 情 報 に 触 れ る 主 な 媒 体 （ ３ つ ま で 選 択 可 ）

今 回 調 査 か ら 追 加 さ れ た 設 問 で あ る 。

「 本 学 の 情 報 に 触 れ る 主 な 媒 体 は 何 で す か ？ 」 （ ３ つ ま で 選 択 可 ） と い う 設 問 に 関 し

て 、 全 体 と し て 「 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ 」 が 8 7 . 9 % で あ り 、 圧 倒 的 に 高 い 。

次 い で 高 い の は 「 新 聞 」 1 8 . 1 % 、 「 Y o u T u b e 」 1 2 . 9 % 、 同 率 で 「 I n s t a g r a m 」 1 2 . 9 % 、

「 テ レ ビ 」 1 1 . 2 % 、 「 出 版 物 （ 雑 誌 な ど ） 」 6 . 0 % と 続 い て い る 。

（ ２ ） 選 択 し た 媒 体 から 得 ら れ る 情 報 に つい ての 満 足 度

「 （ １ ） で 選 択 し た 媒 体 か ら 得 ら れ る 情 報 に つ い て 満 足 し て お ら れ ま す か 。 」 と の 設 問 に 対

し て 、 「 充 分 満 足 し て い る 」 「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 肯 定 的 意 見 の

割 合 は 合 わ せ て 8 0 . 7 % 、 「 あ ま り 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 割 合 は 1 2 . 3 % 、 「 全 く 満 足 し て

い な い 」 は 1 . 8 % 、 「 わ か ら な い 」 が 5 . 3 % と な っ て い る 。

（ ３ ） 本 学 か ら 受 け たい 情 報 の 種 類 等

「 本 学 か ら ど の よ う な 情 報 の 発 信 を 希 望 さ れ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 全 体 と し て は

「 就 職 ・ 進 学 状 況 」 が 4 5 . 7 % で 突 出 し て 高 く 、 次 い で 「 教 育 の 環 境 」 1 9 . 8 % 、 「 研 究 の 内

容 」 1 8 . 1 % 、 「 学 生 の 成 績 」 1 2 . 1 % と な っ て い る 。

学 年 別 ・ 学 科 別 で み た 場 合 で も 、 最 も 高 い 値 は 「 就 職 ・ 進 学 状 況 」 と な っ て い る 。

５ ． 父 母 等 が考 える本 学 として今 後 強 化 すべき事 項

「 今 後 、 本 学 が 特 に 力 を 入 れ る べ き と 考 え る 事 項 を 選 択 し て く だ さ い 」 （ 複 数 選 択 可 ） と

の 設 問 に 対 し て 、 最 も 割 合 が 高 い の は 「 教 育 ( 専 門 的 知 識 ・ 技 術 ) 」 6 8 . 1 % 、 次 い で 「 就

職 支 援 」 5 7 . 8 % 、 「 教 育 ( 語 学 力 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ) 」 が 5 1 . 7 % と な っ て い る 。
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＜ 掲 載 図 表 の数 値 表 示 について＞  

報 告 書 掲 載 の図 表 内 数 値 の合 計 については Exce l での計 算 となっているため、以 下 例 示

のように小 数 点 1 位 までの表 示 合 計 と報 告 書 掲 載 の数 値 に 0.1 の差 異 がでる場 合 がある。 

（ 図 表 内 数 値 の合 計 表 示 例 ） ：  

２．以下の項目ごとに本学に関する印象等についてお答えください。

報告書
掲載数値

図表上の合
計値

小数点第2位まで
の数値

充分満足して
いる

ある程度満足
している

あまり満足し
ていない

全く満足して
いない

無回答 充分満足して
いる＋ある程
度満足してい
る

充分満足して
いる＋ある程
度満足してい
る

充分満足している＋
ある程度満足してい
る

 全  体[ 116] 52.6 44.8 2.6 － － 97.4 97.4 97.41

一年生[   1] － 100.0 － － － 100.0 100.0 100.00

二年生[  43] 58.1 39.5 2.3 － － 97.7 97.6 97.67

三年生[  42] 45.2 52.4 2.4 － － 97.6 97.6 97.62

四年生[  30] 56.7 40.0 3.3 － － 96.7 96.7 96.67

（６）父母等として、ご子女が本学に入学されたことに
　　　ついて満足しておられますか。
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Ⅲ． 調 査 集 計 結 果

２ ． 本 学 に関 する印 象 等

（ １ ） 本 学 の 教 育 活 動 に 関 す る 印 象

「 本 学 の 教 育 活 動 は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 全 体 で 「 十

分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 在 学 生 父 母 等 （ 以 下 ： 父 母 等 ） の 肯 定 的 意

見 の 割 合 は 合 わ せ て 7 9 . 3 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答

割 合 は 合 わ せ て 6 . 9 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 1 3 . 8 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 が 最 も 高 い の は 四 年 生 で 8 6 . 7 % 、 次 い で 二

年 生 7 9 . 1 % 、 三 年 生 7 3 . 8 と な っ て い る 。

尚 、 一 年 生 の 回 答 者 は 1 名 で あ る た め 学 年 別 比 較 に つ い て は 割 愛 し て い る 。 （ ※ 以 降

の 設 問 に 関 し て も 同 様 ）

学 科 別 に 見 た 場 合 、 全 体 で 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の

割 合 は 創 造 工 学 科 8 2 . 5 % 、 シ ス テ ム 理 化 学 科 7 2 . 2 % で あ り 差 異 が み ら れ る 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 全 体 と し て の 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 3 年 度

6 5 . 5 % 、 2 0 1 6 年 度 6 9 . 0 % 、 2 0 1 9 年 度 7 5 . 7 % 、 2 0 2 2 年 度 6 2 . 1 % 、 今 回 調 査 で は

7 9 . 3 % と な っ て い る 。

過 去 の 調 査 と 比 較 し て 、 肯 定 的 回 答 （ 7 9 . 3 % ） の 内 「 十 分 で あ る 」 の 割 合 が 3 7 . 1 % を

占 め て い る 点 が 特 徴 と し て 挙 げ ら れ る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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（ ２ ） 就 職 ・ 進 路 指 導 に 関 す る 本 学 の 取 り 組 み へ の 印 象

「 就 職 ・ 進 路 指 導 に 関 す る 本 学 の 取 り 組 み は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設

問 に 対 し て 、 全 体 で 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 肯 定 的 意

見 の 割 合 は 合 わ せ て 5 8 . 6 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答

割 合 は 合 わ せ て 7 . 7 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 3 3 . 6 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 が 最 も 高 い の は 四 年 生 7 0 . 0 % 、 次 い で 二 年

生 5 5 . 8 % 、 三 年 生 5 2 . 4 % と な っ て い る 。

学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る が 、 創 造 工 学 科 5 8 . 8 % 、 シ ス テ ム 理 化 学 科

5 8 . 3 % で ほ ぼ 同 率 で あ る 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 3 年 度 4 0 . 9 % 、 2 0 1 6 年

度 3 9 . 0 % 、 2 0 1 9 年 度 4 8 . 6 % 、 2 0 2 2 年 3 7 . 9 % 、 今 回 調 査 で は 5 8 . 6 % と 大 き く 上 昇 し て

い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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（ ３ ） 課 外 活 動 （ ク ラブ ・ サ ーク ル 等 ） に 関 す る 本 学 の 支 援 や 援 助 の 印 象  

「 課 外 活 動 （ ク ラ ブ ・ サ ー ク ル 等 ） に 関 す る 本 学 の 支 援 や 援 助 は 十 分 に 行 わ れ て い る と

感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の

割 合 は 合 わ せ て 4 5 . 7 % と な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答 は 合

わ せ て 1 1 . 2 % で あ り 、 「 わ か ら な い 」 と の 回 答 が 4 3 . 1 % を 占 め る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 は 二 年 生 が 5 3 . 5 % で 最 も 高 く な っ て い る 。

学 科 別 の 比 較 で み る と 、 創 造 工 学 科 の 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 4 5 . 0 % 、 シ ス テ ム 理 化 学

科 4 7 . 2 % と な っ て お り 、 差 異 は ほ と ん ど み ら れ な い 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 3 年 度 3 7 . 7 % 、 2 0 1 6 年

度 3 6 . 3 % 、 2 0 1 9 年 度 4 1 . 4 % 、 2 0 2 2 年 度 3 5 . 3 % 、 今 回 調 査 で は 4 5 . 7 % と 大 き く 上 昇 し

て い る 。  

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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（ ４ ） 本 学 の 地 域 貢 献 や 社 会 活 動 へ の 取 り 組 み に 関 す る 印 象

「 本 学 と し て の 地 域 貢 献 や 社 会 活 動 は 十 分 に 行 わ れ て い る と 感 じ ま す か 」 と の 設 問 に 対

し て 、 「 十 分 で あ る 」 「 お お む ね 十 分 で あ る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 6 9 . 8 % と

な っ て い る 。 「 や や 不 十 分 で あ る 」 「 不 十 分 で あ る 」 と の 回 答 は 合 わ せ て 2 . 6 % で あ り 、 「 わ か

ら な い 」 と の 回 答 が 2 7 . 6 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 は 四 年 生 が 8 0 . 0 % で 最 も 高 い 。

学 科 別 の 比 較 で み る と 創 造 工 学 科 の 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 6 7 . 5 % 、 シ ス テ ム 理 化 学

科 7 5 . 0 % で 差 異 が み ら れ る 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 3 年 度 5 2 . 9 % 、 2 0 1 6 年

度 4 9 . 1 % 、 2 0 1 9 年 度 5 8 . 8 % 、 2 0 2 2 年 度 5 5 . 8 % 、 今 回 調 査 で は 6 9 . 8 % と 大 き く 上 昇 し

て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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（ ５ ） 本 学 の 経 営 や 財 政 状 況 に つ い て の 認 知 度

「 本 学 の 経 営 や 財 政 状 況 に つ い て ご 存 知 で す か 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 よ く 知 っ て い る 」

「 あ る 程 度 知 っ て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 1 0 . 3 % で あ り 、 「 あ ま り 知 ら な

い 」 「 全 く 知 ら な い 」 と の 回 答 割 合 が 合 わ せ て 8 9 . 7 % を 占 め て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 が 最 も 高 い の は 四 年 生 1 6 . 7 % 、 最 も 低 い の は 二 年 生

4 . 7 % で あ る 。

参 考 ま で に 学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 「 よ く 知 っ て い る 」 「 あ る 程 度 知 っ て い る 」 と 回 答 し た 父

母 等 の 割 合 は 、 2 0 1 3 年 度 1 2 . 0 % 、 2 0 1 6 年 度 1 3 . 1 % 、 2 0 1 9 年 度 1 3 . 8 % 、 2 0 2 2 年

度 1 1 . 6 % 、 今 回 調 査 で は 1 0 . 3 % の 結 果 と な っ て い る 。  

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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（ ６ ） 子 女 の 本 学 入 学 に 対 す る 満 足 度

「 父 母 等 と し て 、 ご 子 女 が 本 学 に 入 学 さ れ た こ と に つ い て 満 足 し て お ら れ ま す か 」 と の 設

問 に 対 し て 、 「 充 分 満 足 し て い る 」 「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合

わ せ て 9 7 . 4 % と な っ て い る 。

「 あ ま り 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 は 2 . 6 % （ 3 人 ） 、 「 全 く 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 は 0
人 で あ る 。 学 年 別 に み て も 差 異 は な い 。

学 科 別 に み た 場 合 、 「 あ ま り 満 足 し て い な い 」 と 回 答 し た 割 合 は 創 造 工 学 科 1 . 3 % （ 1
人 ） 、 シ ス テ ム 理 化 学 科 5 . 6 % （ 2 人 ） と な っ て い る 。

こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 で み る と 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 3 年 度 9 3 . 8 % 、 2 0 1 6 年

度 9 4 . 0 % 、 2 0 1 9 年 度 9 4 . 8 % 、 2 0 2 2 年 度 9 1 . 6 % 、 今 回 調 査 で は 9 7 . 4 % と な っ て い る 。  

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞
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３ ． ご子 女 の大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 の進 路 について

（ １ ） ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つい て の 考 え

今 回 調 査 か ら 追 加 さ れ た 設 問 で あ る 。

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、

「 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） に 進 学 し て ほ し い 」 「 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と 回

答 し た 父 母 等 の 割 合 は 合 わ せ て 5 0 . 0 % で あ る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 大 学 院 へ の 進 学 要 望 の 割 合 が 最 も 高 い の は 四 年 生 5 6 . 7 % 、 次

い で 三 年 生 5 4 . 8 % 、 二 年 生 3 9 . 5 % と な っ て い る 。

学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る が 、 創 造 工 学 科 5 2 . 5 % 、 シ ス テ ム 理 化 学 科

4 4 . 4 % で 差 異 が み ら れ る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞
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（ ２ ） - 1 . 「 博 士 前 期 課 程 ・ 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と 回 答 し た 理 由

「 博 士 前 期 課 程 （ 修 士 課 程 ） に 進 学 し て ほ し い 」 「 博 士 後 期 課 程 に 進 学 し て ほ し い 」 と

回 答 し た 父 母 等 に そ の 理 由 を 複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

全 体 と し て 最 も 割 合 が 高 い の は 「 大 学 院 で よ り 専 門 的 な 研 究 を し て ほ し い か ら 」 6 0 . 3 % 、

次 い で 「 研 究 活 動 を 通 し て 自 分 を 高 め て ほ し い か ら 」 5 0 . 0 % 、 「 就 職 先 や 給 与 の 面 で 有 利

だ と 思 う か ら 」 4 8 . 3 % 、 同 率 で 「 ご 子 女 が 大 学 院 進 学 を 希 望 し て い る か ら 」 4 8 . 3 % 、 「 理 工

系 の 学 部 で あ れ ば 大 学 院 に 進 学 す る こ と が 一 般 的 と 思 う か ら 」 3 7 . 9 % 、 「 地 区 別 懇 談 会 な

ど の イ ベ ン ト で 大 学 院 進 学 に 関 し て 肯 定 的 に 思 っ た か ら 」 1 0 . 3 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 四 年 生 に お い て は 「 ご 子 女 が 大 学 院 進 学 を 希 望 し て い る か ら 」 が

6 4 . 7 % と 、 他 学 年 と 比 較 し て 高 い 。

参 考 ま で に 、 学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞
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（ ２ ） - 2 . 「 大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 、 就 職 し て ほし い 」 と 回 答 し た 理 由

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、

「 大 学 （ 学 部 ） 卒 業 後 、 就 職 し て ほ し い 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 全 体 と し て 3 1 . 0 %
（ 3 6 人 ） で あ る が 、 そ の 理 由 を 複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

全 体 と し て 最 も 割 合 が 高 い の は 「 早 期 に 就 職 し て 社 会 で 活 躍 し て ほ し い か ら 」 5 0 . 0 % 、

次 い で 「 経 済 的 な 理 由 か ら 」 4 1 . 7 % 、 「 大 学 院 で の 研 究 に は 興 味 が な い か ら 」 1 9 . 4 % 、

「 大 学 院 へ 進 学 す る メ リ ッ ト が わ か ら な い か ら 」 が 1 3 . 9 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 四 年 生 に お い て は 「 早 期 に 就 職 し て 社 会 で 活 躍 し て ほ し い か ら 」 が

7 0 . 0 % と 、 他 学 年 と 比 較 し て 高 い 。

参 考 ま で に 、 学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

1
四角形

1
ノート注釈

1
四角形
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（ ２ ） - 3 . 大 学 院 へ の 進 学 を 検 討 す る のに 必 要 な 情 報

「 ご 子 女 の 大 学 院 へ の 進 学 に つ い て ど の よ う に 考 え て い ま す か 。 」 と の 設 問 に 対 し て 、 「 わ

か ら な い 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 割 合 は 全 体 と し て 1 9 . 0 % （ 2 2 人 ） で あ る が 、 そ の 回 答 者 に

「 今 後 ど の よ う な 情 報 が あ る と 、 大 学 院 へ 進 学 さ せ て も 良 い か も し れ な い と 思 い ま す か 。 」 と

複 数 選 択 で 聞 い た 設 問 で あ る 。

全 体 と し て 最 も 割 合 が 高 い の は 「 大 学 院 進 学 に か か る 費 用 や 学 費 の 支 援 （ 奨 学 金 ） に

関 す る こ と 」 5 4 . 5 % 、 次 い で 「 大 学 院 を 修 了 （ 卒 業 ） し た 学 生 の 社 会 で の 活 躍 に 関 す る こ

と 」 4 5 . 5 % 、 「 大 学 院 修 了 （ 卒 業 ） 後 の 就 職 先 や 就 職 後 の 給 与 に 関 す る こ と 」 4 0 . 9 % 、

「 大 学 院 進 学 後 の 研 究 内 容 」 2 7 . 3 % と な っ て い る 。

参 考 ま で に 学 科 別 の 比 較 も 次 ペ ー ジ に 掲 載 し て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞
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４ ． 父 母 等 と本 学 の接 点 について

（ １ ） 本 学 の 情 報 に 触 れ る 主 な 媒 体 （ ３ つ ま で 選 択 可 ）

今 回 調 査 か ら 追 加 さ れ た 設 問 で あ る 。 （ ※ 前 回 2 0 2 2 年 度 ま で の 調 査 で は 「 ホ ー ム ペ ー

ジ の 閲 覧 状 況 」 に つ い て の 設 問 で あ っ た 。 ）

「 本 学 の 情 報 に 触 れ る 主 な 媒 体 は 何 で す か ？ 」 （ ３ つ ま で 選 択 可 ） と い う 設 問 に 関 し て

の 回 答 は 以 下 の 図 表 の と お り で あ る 。

全 体 と し て 「 大 学 の ホ ー ム ペ ー ジ 」 8 7 . 9 % が 圧 倒 的 に 高 い 。 次 い で 高 い の は 「 新 聞 」

1 8 . 1 % 、 「 Y o u T u b e 」 1 2 . 9 % 、 同 率 で 「 I n s t a g r a m 」 1 2 . 9 % 、 「 テ レ ビ 」 1 1 . 2 % 、 「 出 版 物

（ 雑 誌 な ど ） 」 6 . 0 % と 続 い て い る 。

＜ 学 年 別 ＞

＜ 学 科 別 ＞

４．父母等の皆様と本学の接点についてお伺いします。

（１）本学の情報に触れる主な媒体は何ですか？（３つまで選択可）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12. 13.

回答者数 合  計 大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

新
聞

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

出
版
物
（

雑
誌
な
ど
）

Y
o
u
t
u
b
e

f
a
c
e
b
o
o
k

X
（

旧

T
w
i
t
t
e
r
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m

T
i
k
T
o
k

な
し

そ
の
他

無
回
答

116 193 102 21 13 0 7 15 0 9 15 0 2 9 0

( 100.0) ( 166.4) ( 87.9) ( 18.1) ( 11.2) ( - ) ( 6.0) ( 12.9) ( - ) ( 7.8) ( 12.9) ( - ) ( 1.7) ( 7.8) ( - )

1 3 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0

( 100.0) ( 300.0) ( 100.0) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( 100.0) ( - ) ( - ) ( 100.0) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

43 75 38 8 5 0 3 5 0 5 9 0 0 2 0

( 100.0) ( 174.4) ( 88.4) ( 18.6) ( 11.6) ( - ) ( 7.0) ( 11.6) ( - ) ( 11.6) ( 20.9) ( - ) ( - ) ( 4.7) ( - )

42 64 38 7 5 0 1 7 0 2 2 0 2 0 0

( 100.0) ( 152.4) ( 90.5) ( 16.7) ( 11.9) ( - ) ( 2.4) ( 16.7) ( - ) ( 4.8) ( 4.8) ( - ) ( 4.8) ( - ) ( - )

30 51 25 6 3 0 3 2 0 2 3 0 0 7 0

( 100.0) ( 170.0) ( 83.3) ( 20.0) ( 10.0) ( - ) ( 10.0) ( 6.7) ( - ) ( 6.7) ( 10.0) ( - ) ( - ) ( 23.3) ( - )

注:( )内はｻﾝﾌﾟﾙ数を100とした割合

 全  体

学
年

1. 一年生

2. 二年生

3. 三年生

4. 四年生

４．父母等の皆様と本学の接点についてお伺いします。

（１）本学の情報に触れる主な媒体は何ですか？（３つまで選択可）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11. 12. 13.

回答者数 合  計 大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

新
聞

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

出
版
物
（

雑
誌
な
ど
）

Y
o
u
t
u
b
e

f
a
c
e
b
o
o
k

X
（

旧

T
w
i
t
t
e
r
）

I
n
s
t
a
g
r
a
m

T
i
k
T
o
k

な
し

そ
の
他

無
回
答

116 193 102 21 13 0 7 15 0 9 15 0 2 9 0

( 100.0) ( 166.4) ( 87.9) ( 18.1) ( 11.2) ( - ) ( 6.0) ( 12.9) ( - ) ( 7.8) ( 12.9) ( - ) ( 1.7) ( 7.8) ( - )

80 133 72 14 9 0 4 11 0 5 11 0 1 6 0

( 100.0) ( 166.3) ( 90.0) ( 17.5) ( 11.3) ( - ) ( 5.0) ( 13.8) ( - ) ( 6.3) ( 13.8) ( - ) ( 1.3) ( 7.5) ( - )

36 60 30 7 4 0 3 4 0 4 4 0 1 3 0

( 100.0) ( 166.7) ( 83.3) ( 19.4) ( 11.1) ( - ) ( 8.3) ( 11.1) ( - ) ( 11.1) ( 11.1) ( - ) ( 2.8) ( 8.3) ( - )

注:( )内はｻﾝﾌﾟﾙ数を100とした割合

 全  体

1. 創造工学科

2.
システム理
化学科

学
科
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【 参 考 】 （ 前 回 2 0 2 2 年 度 ま で の 関 連 設 問 ）



28 

（ ２ ） 選 択 し た 媒 体 から 得 ら れ る 情 報 に つい ての 満 足 度

「 （ １ ） で 選 択 し た 媒 体 か ら 得 ら れ る 情 報 に つ い て 満 足 し て お ら れ ま す か 。 」 と の 設 問 に 対

し て 、 「 充 分 満 足 し て い る 」 「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」 と 回 答 し た 父 母 等 の 肯 定 的 意 見 の

割 合 は 合 わ せ て 8 0 . 7 % 、 「 あ ま り 満 足 し て い な い 」 と の 回 答 割 合 は 1 2 . 3 % 、 「 全 く 満 足 し て

い な い 」 は 1 . 8 % 、 「 わ か ら な い 」 が 5 . 3 % と な っ て い る 。

学 年 別 に み た 場 合 、 「 充 分 満 足 し て い る 」 「 あ る 程 度 満 足 し て い る 」 を 合 わ せ た 肯 定 的

意 見 の 割 合 は 、 四 年 生 8 6 . 7 % 、 三 年 生 8 2 . 5 % 、 二 年 生 が 7 4 . 4 % で 若 干 の 差 異 が み ら

れ る 。

学 科 別 に み た 場 合 、 肯 定 的 意 見 の 割 合 は 創 造 工 学 科 7 8 . 5 % 、 シ ス テ ム 理 化 学 科

8 5 . 7 % と 若 干 の 差 異 が み ら れ る 。

本 設 問 に 類 似 し た 設 問 を 2 0 1 6 年 度 か ら 2 0 2 2 年 度 ま で 実 施 し て い る の で 、 参 考 ま で

に 掲 載 し て い る 。

肯 定 的 意 見 の 割 合 は 2 0 1 6 年 度 6 1 . 2 % 、 2 0 1 9 年 度 6 1 . 3 % 、 2 0 2 2 年 度 7 1 . 6 % 、 今

回 調 査 で は 8 0 . 7 % な っ て い る 。

た だ し 、 設 問 の 文 言 が 今 回 調 査 で 変 更 さ れ て い る 点 は 留 意 い た だ き た い 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞

※ 2 0 2 2 年 度 以 前 の 設 問 は 以 下 の 通 り

「 （ ３ ） 本 学 か ら の 情 報 発 信 （ ホ ー ム ペ ー ジ 、 t w i t t e r へ の 掲 載 事 項 、 各 種 ご 案 内 ） の 内 容 に つ い て

満 足 し て お ら れ ま す か 。 」
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（ ３ ） 本 学 か ら 受 け たい 情 報 の 種 類 等

「 本 学 か ら ど の よ う な 情 報 の 発 信 を 希 望 さ れ ま す か 」 と の 設 問 に 対 し て は 、 「 就 職 ・ 進 学

状 況 」 が 4 5 . 7 % で 突 出 し て 高 く 、 次 い で 「 教 育 の 環 境 」 1 9 . 8 % 、 「 研 究 の 内 容 」 1 8 . 1 % 、

「 学 生 の 成 績 」 1 2 . 1 % と な っ て い る 。

学 年 別 ・ 学 科 別 で み た 場 合 で も 、 最 も 高 い 値 は 「 就 職 ・ 進 学 状 況 」 と な っ て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞

※ 2 0 1 9 年 度 ま で の 調 査 は 複 数 回 答 を 許 容 し た 値 と な っ て い る 。
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５ ． 父 母 等 が考 える本 学 として今 後 強 化 すべき事 項

「 今 後 、 本 学 が 特 に 力 を 入 れ る べ き と 考 え る 事 項 を 選 択 く だ さ い 」 （ 複 数 選 択 可 ） と の

設 問 に 対 し て 、 全 体 で 最 も 選 択 割 合 が 高 い の は 「 教 育 ( 専 門 的 知 識 ・ 技 術 ) 」 6 8 . 1 % 、 次

い で 「 就 職 支 援 」 5 7 . 8 % 、 「 教 育 ( 語 学 力 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 力 ) 」 が 5 1 . 7 % と な っ て い る 。

学 年 ご と に 見 た 場 合 、 四 年 生 で は 「 研 究 活 動 」 が 5 6 . 7 % と 最 も 高 く な っ て い る 。

割 合 は 学 年 に よ り 異 な る の で 、 下 の 表 に 加 工 を 加 え て い る 。

＜ 学 年 別 ＞
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＜ 学 科 別 ＞

＜ こ れ ま で の 調 査 と の 比 較 ＞

５．今後、本学が特に力を入れるべきと考える事項を選択してください。（複数選択可）

1. 2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11.

回答者数 合  計 教
育
（

語
学
力
、

コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン

力
）

教
育
（

専
門
的
知

識
・
技
術
）

教
育
（

一
般
的
な
教

養
知
識
）

研
究
活
動

地
域
（

社
会
）

貢
献

国
際
交
流

就
職
支
援

課
外
活
動
支
援

経
済
支
援

(
奨
学
金

等

)

そ
の
他

無
回
答

116 364 60 79 20 52 22 28 67 8 28 0 0

( 100.0) ( 313.8) ( 51.7) ( 68.1) ( 17.2) ( 44.8) ( 19.0) ( 24.1) ( 57.8) ( 6.9) ( 24.1) ( - ) ( - )

80 242 40 55 14 32 13 19 43 5 21 0 0

( 100.0) ( 302.5) ( 50.0) ( 68.8) ( 17.5) ( 40.0) ( 16.3) ( 23.8) ( 53.8) ( 6.3) ( 26.3) ( - ) ( - )

36 122 20 24 6 20 9 9 24 3 7 0 0

( 100.0) ( 338.9) ( 55.6) ( 66.7) ( 16.7) ( 55.6) ( 25.0) ( 25.0) ( 66.7) ( 8.3) ( 19.4) ( - ) ( - )

注:( )内はｻﾝﾌﾟﾙ数を100とした割合

学
科

 全  体

1. 創造工学科

2.
システム理
化学科

教
育
（

語
学
力
、

コ
ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力
）

教
育
（

専
門
的
知
識
・
技
術
）

教
育
（

一
般
的
な
教
養
知
識
）

研
究
活
動

地
域
（

社
会
）

貢
献

国
際
交
流

就
職
支
援

課
外
活
動
支
援

経
済
支
援

(

奨
学
金
等

)

そ
の
他

教
育
（

数
理
・
情
報
分
野
）

(

2
0
1
9
年

)

無
回
答

2013年度[ 565] 61.1 62.3 27.4 26.0 20.9 23.4 65.7 5.8 15.6 1.2 － 3.4

2016年度[ 564] 56.6 59.9 21.1 31.7 17.7 19.5 63.8 6.4 21.6 1.2 － 3.4

2019年度[ 362] 58.3 59.9 22.4 27.6 21.0 27.3 63.3 8.0 20.2 1.1 16.0 1.1

2022年度[ 190] 54.2 76.8 16.3 52.1 21.6 21.6 57.4 12.1 14.2 2.1 － －

2025年度[ 116] 51.7 68.1 17.2 44.8 19.0 24.1 57.8 6.9 24.1 － － －

５．今後、本学が特に力を入れるべきと考える事項を選択してください。（複数選択可）

1
四角形
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